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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

国
松
誠
・
藤
沢
市
議
会
議
長
）
を

は
じ
め
地
方
六
団
体
は
１
月
１６

日
、
東
京
・
都
道
府
県
会
館
で

「
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
」
の

発
足
式
を
行
っ
た
。

同
本
部
は
、
第
二
期
地
方
分
権

改
革
（
平
成
１９
〜
２１
年
度
）
を
確

実
に
推
進
す
る
た
め
、
六
団
体
で

組
織
す
る
地
方
自
治
確
立
対
策
協

議
会
内
に
、
麻
生
渡
・
全
国
知
事

会
会
長
（
福
岡
県
知
事
）
を
本
部

長
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
。

本
部
の
業
務
と
し
て
は
、
新
地

方
分
権
構
想
検
討
委
員
会
が
１８
年

１１
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
分
権
型

社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
最
終
報
告
」
�

本
紙
１
６
３
６
号
に
掲
載
�
や
、

同
年
１２
月
の
地
方
分
権
改
革
推
進

法
成
立
�
本
紙
１
６
３
７
号
に
掲

載
�
を
踏
ま
え
、
第
二
期
改
革
の

具
体
的
方
策
を
検
討
し
た
う
え

で
、
国
へ
積
極
的
に
提
案
等
を
行

っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
六
団
体
で
は
、
第
二

期
改
革
の
推
進
に
向
け
、
改
革
の

原
則
と
方
策
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
き
た
。
１８
年
１
月

に
は
、
学
識
経
験
者

か
ら
な
る
新
地
方
分

権
構
想
検
討
委
員
会

（
委
員
長
�
神
野
直

彦
・
東
京
大
学
大
学

院
経
済
学
研
究
科
教

授
）
を
設
置
し
、
１５

回
に
わ
た
る
委
員
会

を
開
催
し
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
同
委

員
会
の
最
終
報
告
で

は
、
分
権
改
革
推
進

法
成
立
後
の
３
年
間
で
実
現
す
べ

き
改
革
課
題
に
つ
い
て
、
▽
地
方

分
権
改
革
へ
の
地
方
の
参
画
▽
分

権
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
財

政
秩
序
の
再
構
築
▽
地
方
自
治
体

の
事
務
や
執
行
体
制
に
対
す
る
義

務
付
け
や
枠
付
け
等
の
大
幅
緩
和

―
―
な
ど
を
定
義
し
て
い
る
。

ま
た
同
報
告
で
は
、「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
を
法
定
化
し
、

「（
仮
）
地
方
行
財
政
会
議
」
を

設
置
す
る
こ
と
や
、
内
閣
府
に
設

置
さ
れ
る
「
地
方
分
権
改
革
推
進

委
員
会
」
の
事
務
局
へ
、
自
治
体

職
員
を
参
画
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を

提
案
し
て
い
る
。

分
権
改
革
推
進
本
部
で
は
今

後
、
最
終
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
た

提
言
内
容
の
実
現
な
ど
に
つ
い

て
、
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
作

業
を
進
め
政
府
が
策
定
す
る
「
地

方
分
権
改
革
推
進
計
画
」
に
、
反

映
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

発
足
式
で
は
、
山
出
保
・
全
国

市
長
会
会
長
（
金
沢
市
長
）
が
「
分

権
の
火
は
消
し
て
は
い
け
な
い

し
、
流
れ
は
止
め
て
は
い
け
な

い
。
歴
史
的
な
仕
事
に
取
り
組
む

自
負
と
気
慨
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
事
務
局
職
員
ら
へ
訓

示
し
た
。

本
会
の
国
松
誠
会
長
（
藤
沢
市

議
会
議
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
六
団
体
の
代
表
は
１
月
１９
日
、

総
務
省
で
開
催
さ
れ
た
「
地
方
財

政
に
関
す
る
総
務
大
臣
・
地
方
六

団
体
会
合
」
に
出
席
し
た
。

会
合
で
は
、
自
治
財
政
局
長
か

ら
「
平
成
１９
年
度
地
方
財
政
対
策

等
」
「
公
債
費
負
担
対
策
」
等
に

つ
い
て
、
大
臣
官
房
審
議
官
か
ら

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た

の
ち
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

特
に
六
団
体
か
ら
は
、
地
方
分

権
改
革
推
進
法
の
成
立
に
伴
い
、

内
閣
府
に
有
識
者
７
人
か
ら
な
る

「
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
る
た
め
、
委
員
の
人

選
に
つ
い
て
要
望
。
同
法
成
立
に

当
た
り
、
衆
・
参
両
院
で
附
帯
決

議
が
行
わ
れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
、

地
方
分
権
に
熱
意
と
理
解
を
持

ち
、
地
方
の
実
情
に
詳
し
い
人
物

の
起
用
を
強
く
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
会
合
で
は
、
公
営
企

業
金
融
公
庫
廃
止
後
、
地
方
公
共

団
体
が
共
同
し
て
設
立
す
る
「
地

方
公
共
団
体
公
営
企
業
金
融
機
構

（
仮
称
）
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。
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◆
各
委
員
会
の
公
開
状
況

常
任
委
員
会
を
原
則
自
由
公
開

し
て
い
る
の
は
２
３
０
市
で
全
国

７
７
８
市
の
２９
・
５
％
。
公
開
し

て
い
る
割
合
が
高
い
の
は
「
５０
万

以
上
」
の
市
（
以
下
、
「
市
」
略
）

で
５８
・
８
％
、
次
い
で
「
４０
〜
５０

万
」
で
５７
・
１
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ

６
割
近
い
市
が
公
開
し
て
い
る
。

議
会
運
営
委
員
会
を
原
則
自
由

公
開
し
て
い
る
の
は
１
９
２
市
で

全
市
の
２４
・
６
％
。「
４０
〜
５０
万
」

と
「
５０
万
以
上
」
で
は
４７
％
以
上

の
市
が
公
開
し
て
い
る
�
表
１
。

こ
の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
を
制

限
公
開
し
て
い
る
（
委
員
長
や
委

員
会
の
許
可
制
）
の
は
５
４
２
市

で
全
市
の
６９
・
６
％
。
議
会
運
営

委
員
会
を
制
限
公
開
し
て
い
る
の

は
５
２
３
市
で
全
市
の
６７
・
２
％

と
な
っ
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
委
員
会
の
放
送
状
況

本
会
議
の
放
送
方
法
で
多
い
の

は
「
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
」
が
４
２

１
市
で
全
市
の
５４
・
１
％
を
占
め

る
。
次
い
で「
庁
内
に
音
声
放
送
」

が
４
１
９
市

で
５３
・
８
％
。「
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」
が
２
３
１
市
で

２９
・
６
％
の
順
と
な
る
。
そ
の
ほ

か
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
生
中

継
が
７７
市
で
９
・
８
％
、
録
画
配

信
が
７４
市
で
９
・
５
％
と
な
る
。

（
複
数
回
答
）

◆
議
案
の
提
出
状
況

１７
年
中
に
付
議
さ
れ
た
議
案
の

総
数
は
１４
万
２
２
０
４
件
で
、
１

市
当
た
り
の
平
均
は
１
８
２
・
８

件
。
前
年
の
１
市
平
均
１
２
６
・

８
件
よ
り
５６
件
増
え
て
い
る
。

◆
市
長
提
出
議
案

議
案
の
う
ち
、
市
長
提
出
は
１２

万
９
３
４
１
件
で
全
議
案
の
９１
・

０
％
（
前
年
比
４
・
６
ポ
イ

ン
ト

増
）
を

占
め
、
１
市
当
た
り
の
平
均
は
１

６
６
・
２
件
。

議
案
別
に
み
る
と
「
条
例
案
」

の
提
出
が
最
も
多
く
４
万
１
０
４

７
件
（
市
長
提
出
の
３１
・
７
％
）、

次
い
で
「
予
算
案
」
の
２
万
８
２

６
８
件
（
同
２１
・
９
％
）。
地

方

自
治
法
１
７
９
条
に
よ
る
「
専
決

処
分
案
件
」
は
１
万
２
０
６
９
件

（
同
９
・
３
％
）。

◆
議
員
提
出
議
案

議
案
の
う
ち
議
員
提
出
は
１
万

２
８
６
３
件
で
全
議
案
の
９
・
０

％
（
前
年
比
４
・
５
ポ
イ

ン
ト

減
）、
１

市
当
た
り
の
平
均
は
１６
・
５
件
。

議
案
別
に
み
る
と
「
意
見
書

案
」
が
最
も
多
く
８
１
５
３
件

（
議
員
提
出
の
６３
・
４
％
）、
次

い
で
「
そ
の
他
」
が
２
２
９
６
件

（
同
１７
・
８
％
）、「
条
例
案
」
が

１
４
０
５
件
（
同
１０
・
９
％
）
の

順＝

表
２
。

新
規
に
提
出
さ
れ
た
条
例
案
は

２
６
８
市
で
５
４
４
件
。
う
ち
政

策
的
条
例
案
は
７３
市
で
１
０
３
件

と
な
っ
て
い
る
。

◆
請
願

請
願
の
総
数
は
４
９
４
９
件
で

１
市
当
た
り
の
平
均
は
６
・
４

件
。
処
理
状
況
は
「
採
択
」
が
最

も
多
く
１
７
５
８
件
で
全
体
の
３５

・
５
％
。
次
い
で
「
不
採
択
」
が

１
３
８
４
件

で
２８
・
０
％
、「
継

続
審
査
」
が
１
０
３
５
件
で
２０
・

９
％
な
ど
。

◆
陳
情

陳
情
の
総
数
は
１
万
５

３
１
７
件
で
１
市
当
た
り

の
平
均
は
１９
・
７
件
。
う

ち
審
査
し
た
陳
情
は
８
６

１
９
件
で
、
そ
の
処
理
状

況
は
「
継
続
審
査
」
が
３

１
８
２
件
で
最
も
多
く
３６

・
９
％
。
次
い
で「
採
択
」

が
１
９
１
４
件
で
２２
・
２

％
、「
不
採
択
」が
１
８
５

４
件
で
２１
・
５
％
な
ど
。

審
査
し
な
か
っ
た
陳
情

は
６
６
９
８
件
で
、
そ
の

処
理
状
況
は
「
陳
情
書
の

コ
ピ
ー
配
布
」
が
５
０
０

２
件
で
最
も
多
く
７４
・
７

％
で
あ
る
。

（
調
査
結
果
は
１８
年
１２
月

１５
日
付
で
全
市
送
付
済
）

前
号
に
引
き
続
き
、
本
会
が
平
成
１７
年
１２
月
３１
日
現
在
の
全
国
７

７
８
市
（
東
京
都
２３
区
を
含
む
）
を
対
象
に
実
施
し
た
「
市
議
会
の

活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
」
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

委
員
会
の
公
開
状
況
な
ど

本会調査

１１７７
年年
中中

市市
議議
会会
活活
動動
実実
態態
・・
概概
要要
�

〈表１〉委員会を原則自由公開している市（各委員会別）１７年１２月３１日現在

議会運営
委 員 会

４０市
１６．６％

５３市
２０．４％

４９市
３２．０％

１９市
４３．１％

１１市
３６．６％

１０市
４７．６％

８市
４７．０％

２市
１４．２％

１９２市
２４．６％

予算・決算
審査以外の
特別委員会

４３市
１７．９％

５２市
２０．０％

４７市
３０．７％

１４市
３１．８％

１１市
３６．６％

１０市
４７．６％

１０市
５８．８％

４市
２８．５％

１９１市
２４．５％

決算審査
特別委員会

５６市
２３．３％

５０市
１９．３％

５２市
３３．９％

１７市
３８．６％

８市
２６．６％

９市
４２．８％

１０市
５８．８％

３市
２１．４％

２０５市
２６．３％

予算審査
特別委員会

４８市
２０．０％

４２市
１６．２％

３４市
２２．２％

９市
２０．４％

４市
１３．３％

３市
１４．２％

９市
５２．９％

３市
２１．４％

１５２市
１９．５％

常任委員会

４６市
１９．１％

６９市
２６．６％

５７市
３７．２％

２１市
４７．７％

１１市
３６．６％

１２市
５７．１％

１０市
５８．８％

４市
２８．５％

２３０市
２９．５％

人口段階

５万未満
（２４０市）

５～１０万未満
（２５９市）

１０～２０万未満
（１５３市）

２０～３０万未満
（４４市）

３０～４０万未満
（３０市）

４０～５０万未満
（２１市）

５０万以上
（１７市）

指定都市
（１４市）

全市
（７７８市）

〈表２〉議員提出による議案別件数 １７年１月１日～１２月３１日

計

３，６９９

３，７７２

２，８５２

７９２

６１８

４３６

３２３

３７１

１２，８６３

その他

６５８

７１９

５１９

１３９

８９

５７

５５

６０

２，２９６

決議案

２０１

２１７

１８３

３１

３２

１７

１９

２７

７２７

意見書

２，３１７

２，３０９

１，７９０

５３８

４３６

３１０

２２５

２２８

８，１５３

規則案

１２４

７９

５３

１５

５

４

０

２

２８２

条例案

３９９

４４８

３０７

６９

５６

４８

２４

５４

１，４０５

人口段階

５万未満
（２４０市）
５～１０万未満
（２５９市）
１０～２０万未満
（１５３市）
２０～３０万未満
（４４市）

３０～４０万未満
（３０市）

４０～５０万未満
（２１市）
５０万以上
（１７市）
指定都市
（１４市）
全市

（７７８市）

第１６４１号 平成１９年１月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



議

会

人

事

総
務
省
は
平
成
１９
年
１
月
１
日

付
け
で
「
平
成
１９
年
中
に
お
け
る

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及

び
長
の
任
期
満
了
に
関
す
る
調
」

を
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
１８
年
１１
月
１

日
現
在
の
全
国
１
８
８
７
地
方
公

共
団
体
の
う
ち
、
１９
年
中
に
任
期

満
了
と
な
る
の
は
、
１
５
６
７
団

体
で
あ
り
、
議
員
・
首
長
の
選
挙

総
数
に
対
す
る
比
率
は
、
４１
・
５

％
と
な
っ
て
い
る
�
表
１
。

選
挙
種
類
別
に
み
る
と
、
任
期

満
了
の
比
率
が
最
も
高
い
の
は
、

都
道
府
県
議
会
議
員
で
９５
・
７
％
。

低
い
の
は
、市
区
長
で
２３
・
２
％

で
あ
る
。
市
区
議
会
議
員
に
つ
い

て
は
、
４
２
１
市
区
が
任
期
満
了

と
な
り
、
全
８
０
２
市
区
に
対
す

る
比
率
は
、
５２
・
５
％
と
な
る
。

任
期
満
了
団
体
を
月
別
に
み
る

と
、
最
も
多
い
の
は
、
４
月
の
９

８
３
団
体
、
次
い
で
５
月
の
１
２

０
団
体
と
な
り
、
両
月
で
全
体
の

約
７０
％
を
占
め
、
こ
の
期
間
に
集

中
し
て
い
る
�
表
２
。

こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
１２
月
１
日

に
は
、
選
挙
期
日
等
を
定
め
た

「
臨
時
特
例
法
」
が
成
立
し
、
１９

年
３
月
１
日
か
ら
６
月
１０
日
の
間

に
任
期
満
了
と
な
る
団
体
を
対
象

と
し
、
統
一
地
方
選
挙
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。
選
挙
日
は
４
月
８

日
と
２２
日
。
実
施
予
定
団
体
は
１

１
０
７
団
体
で
あ
る
（
本
紙
１
６

３
９
・
４
０
号
参
照
）。

１９
年
中
の
任
期
満
了
団
体
を
、

前
回
統
一
選
の
あ
っ
た
平
成
１５
年

と
比
べ
る
と
、
１
８
５
５
団
体
の

減
と
な
る
。
な
お
、
１５
年
中
の
任

期
満
了
団
体
は
全
体
の
５２
・
１
％

で
あ
っ
た
。

※
任
期
満
了
団
体
名
等
は
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

http

�//w
w
w
.soum

u.go.jp
/senkyo

/pdf/h
19
_
ninki.

pdf▼
議
長

▽
宜
野
湾

伊
波
�
助
（
９
・
２８
）

▽
南
城

川
平
善
範
（
９
・
２８
）

▽
石
垣

入
嵩
西

整
（
９
・
２９
）

▽
伊
勢

佐
之
井
久
紀
（
１２
・
１３
）

▽
五
條

寺
本
保
英
（
１２
・
１４
）

▽
羽
咋

川
口
正
雄
（
１２
・
１８
）

▽
鳥
取

上
杉
栄
一
（
１２
・
１８
）

▽
島
田

田
島
建
夫
（
１２
・
１９
）

▽
射
水

石
黒
勝
三
郎
（
１２
・
２０
）

▽
旭

嶋
田
茂
樹
（
１２
・
２０
）

▽
鳴
門

横
井
茂
樹
（
１２
・
２０
）

▽
高
岡

二
上
桂
介
（
１２
・
２２
）

▽
古
河

秋
庭
克
之
（
１２
・
２２
）

▽
つ
く
ば
久
保
谷
孝
夫（
１２
・
２２
）

▽
稲
敷

宮
本
隆
典
（
１２
・
２２
）

▽
坂
東

張
替
秀
吉
（
１２
・
２６
）

▼
副
議
長

▽
宜
野
湾

前
川
朝
平
（
９
・
２８
）

▽
南
城

大
城
幸
雄
（
９
・
２８
）

▽
石
垣

松
川
秀
盛
（
９
・
２９
）

▽
伊
勢

工
村
一
三
（
１２
・
１３
）

▽
丹
波

広
瀬
憲
一
（
１２
・
１３
）

▽
五
條

佐
久
間
正
己
（
１２
・
１４
）

▽
鳥
取

上
田
孝
春
（
１２
・
１８
）

▽
島
田

冨
澤
保
宏
（
１２
・
１９
）

▽
射
水

奈
田
安
弘
（
１２
・
２０
）

▽
旭

林

俊
介
（
１２
・
２０
）

▽
鳴
門

中
西
久
雄
（
１２
・
２０
）

▽
高
岡

盤
若
進
二
（
１２
・
２２
）

▽
古
河

堀
江
久
男
（
１２
・
２２
）

▽
つ
く
ば

柳
田
理
則
（
１２
・
２２
）

▽
稲
敷

長
坂
太
郎
（
１２
・
２２
）

▽
坂
東

鶴
巻
與
一
（
１２
・
２６
）

▼
事
務
局
長

▽
旭
川

森
下

元
（
１２
・
２０
）

▽
川
西

竹
中
文
博
（
１２
・
２６
）

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
和
夫
・
福
生
市

議
会
議
長
）
は
１
月
１８
日
、
東
京

・
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
で
正

副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
を
開

催
し
、
平
成
１９
年
度
の
運
動
方
針

案
や
予
算
案
等
を
了
承
し
た
。

運
動
方
針
案
で
は
▽
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
の
所
要
額
の
確

保
▽
地
方
財
政
措
置
の
充
実
強
化

▽
基
地
周
辺
整
備
対
策
の
充
実
強

化
▽
基
地
周
辺
安
全
対
策
の
徹
底

―
―
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。
同
案

は
予
算
案
と
と
も
に
、
２
月
７
日

に
開
催
の
総
会
で
正
式
決
定
さ
れ

る
。当

日
は
、
総
務
省
の
古
川
大
樹

・
固
定
資
産
税
課
交
納
付
金
係
長

が
「
１９
年
度
基
地
交
付
金
・
調
整

交
付
金
の
予
算
」
に
つ
い
て
、
防

衛
施
設
庁
の
辰
己
昌
良
・
施
設
企

画
課
長
が
「
１９
年
度
基
地
周
辺
対

策
関
係
予
算
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
説
明
し
た
。

〈表２〉１９年中任期満了団体月別内訳 平成１８年１１月１日現在

１２月

４０

４

※東京都特別区は、市区欄に（ ）で内書き。

１１月

４４

１０

１０月

３４

６

９月

６９

１３

８月

５３

６

７月

３６

１０

６月

（１）
３０

７

５月

（３）
１２０

（３）
６０

４月

（３２）
９８３

（１９）
２７７

３月

３５

６

２月

（１）
７４

１５

１月

４９

７

任期満了
団体数
（３７）
１，５６７

（２２）
４２１

地方公共
団体数
（２３）
１，８８７

（２３）
８０２

選挙の
種類

全団体

市区議
会議員

運運
動動
方方
針針
案案
をを
了了
承承

基
地
協
が
役
員
会

１９年中

議議
員員
・・
首首
長長
のの
４４１１
・・
５５
％％
がが
選選
挙挙

任
期
満
了
調
―
総
務
省

〈表１〉平成１９年中における地方公共団体の議会の
議員及び長の任期満了に関する調 平成１８年１１月１日現在

（Ｂ）／（Ａ）×１００（％）

４４．７％

９５．７％

２３．２％

５２．５％

２７．６％

５８．５％

４１．５％＊

注（１）＊印の４１．５％の算式
１，５６７

１，８８７（団体数）×２
×１００（％）

（２）東京都特別区は、市区欄に（ ）で内書き。

任期満了団体数
（Ｂ）

２１

４５

（１５）
１８６

（２２）
４２１

２８７

６０７

（３７）
１，５６７

地方公共団体数
（Ａ）

４７

（２３）
８０２

１，０３８

（２３）
１，８８７

選挙の種類

知 事

議会議員

長

議会議員

長

議会議員

計

都
道
府
県

市
区

町
村

あいさつする石川基地協会長

（３） 平成１９年１月２５日 第１６４１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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行

事

予

定

◇
議
会
制
度

議
会
運
営
に
関
す
る
問
題
点
を

解
決
し
、
今
後
の
議
会
の
あ
り
方

や
議
会
制
度
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
１７
年
９
月

２８
日
、
議
長
の
諮
問
機
関
と
し
て

「
第
２
次
議
会
制
度
検
討
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
、
１７
年
１０
月
１７
日

か
ら
１８
年
１２
月
６
日
ま
で
計
１５
回

の
検
討
を
行
い
、
１８
年
１２
月
８
日

に
第
３
次
答
申
（
最
終
答
申
）
を

議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
主
な
答

申
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
議
員
定
数
の
削
減

現
行
の
定
数
４５
人
か
ら
２
人
削

減
し
、
４３
人
と
し
ま
す
。
１９
年
４

月
実
施
の
横
須
賀
市
議
会
議
員
選

挙
か
ら
適
用
し
ま
す
。

▼
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
の
改

正

次
の
と
お
り
改
め
、
１９
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

�
市
政
功
労
者
を
定
め
る
こ
と
。

�
市
民
憲
章
の
制
定
ま
た
は
改
廃

に
関
す
る
こ
と
。

�
横
須
賀
市
基
本
計
画
そ
の
他
の

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
重

要
か
つ
長
期
的
、
基
本
的
な
計
画

等
の
策
定
ま
た
は
改
廃
に
関
す
る

こ
と
。

�
各
種
の
都
市
宣
言
の
制
定
ま
た

は
改
廃
に
関
す
る
こ
と
。

�
姉
妹
都
市
ま
た
は
友
好
都
市
の

提
携
に
関
す
る
こ
と
。

▼
本
会
議
に
お
け
る
手
話
通
訳
の

実
施代

表
質
問
お
よ
び
一
般
質
問
実

施
日
に
議
場
内
で
手
話
通
訳
を
実

施
し
ま
す
。
１９
年
第
２
回
定
例
会

か
ら
実
施
予
定
で
す
。

▼
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
改
正

法
令
の
改
正
ま
た
は
廃
止
に
伴

い
、
条
例
中
の
当
該
法
令
の
題

名
、
条
項
ま
た
は
用
語
を
引
用
す

る
規
定
を
整
理
す
る
場
合
で
、
必

然
的
に
改
正
を
要
し
、
独
自
の
判

断
を
す
る
余
地
が
な
い
と
き
に
限

り
、
専
決
処
分
が
で
き
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
改

正
に
伴
い
条
例
改
正
議
案
を
提
出

し
て
い
た
も
の
が
報
告
で
済
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
１９
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◇
政
務
調
査
費

議
会
制
度
検
討
会
と
は
別
機
関

で
検
討
を
行
い
、「
横
須
賀
市
議
会

政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
」を
全
部
改
正
し
ま
し
た
。主
な

改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
、
１９
年

５
月
２
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

▼
交
付
対
象

原
則
と
し
て
議
員
個
人
に
対
し

交
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
会
派
が
希
望
す
れ
ば
従
来
ど

お
り
会
派
に
対
し
て
も
交
付
が
で

き
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

▼
収
支
報
告
の
方
法

収
支
報
告
書
を
議
長
に
提
出
す

る
際
に
領
収
書
な
ど
の
証
拠
書
類

の
写
し
の
添
付
を
義
務
付
け
ま
し

た
。

▼
議
長
の
調
査
権

議
長
に
提
出
さ
れ
た
収
支
報
告

書
を
、
必
要
に
応
じ
て
議
長
が
調

査
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◇
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継議

長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
議
会

Ｉ
Ｔ
化
運
営
協
議
会
で
、
「
中
継

対
象
は
常
任
委
員
会
及
び
特
別
委

員
会
の
議
事
す
べ
て
と
し
、
１９
年

度
以
降
に
実
施
す
る
」
と
決
定
し

ま
し
た
。（文

は
議
会
事
務
局
提
供
）

▽
２
月
１
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部
会
長
会
議
（
午
前
１０

時
、
全
国
都
市
会
館
）・
理
事

会
（
午
前
１１
時
、
同
）・
評
議

員
会
（
午
後
１
時
半
、
日
本
都

市
セ
ン
タ
ー
会
館
）

▽
２
月
２
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
前
１０
時
半
、

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）・

代
議
員
会（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
５
日

国
会
対
策
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
１２

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
７
日

北
方
領
土
返
還
要

求
全
国
大
会
（
正
午
、
九
段
会

館
）

▽
２
月
７
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
総
会
（
午
後

２
時
半
、
砂
防
会
館
）

▽
２
月
８
日

社
会
文
教
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
正
午
、

全
国
都
市
会
館
）
・
委
員
会

（
午
後
２
時
、
同
）

▽
２
月
８
日

地
方
財
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
、
彦
根
市
）

▽
２
月
９
日

産
業
経
済
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
正
午
、

全
国
都
市
会
館
）
・
委
員
会

（
午
後
２
時
、
同
）

１
月
２２
日
、
岡
山
市
が
、
建
部

町
と
瀬
戸
町
を
編
入
合
併
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
市
は
、
人
口
約

６９
万
６
０
０
０
人
、
面
積
７
８
９

・
８８
平
方
�
、
議
員
定
数
５３
人

（
定
数
特
例
）
と
な
っ
た
。

割
れ
た
食
器
な
ど
陶
磁
器
の
ご

み
は
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
不

燃
ご
み
と
し
て
埋
め
立
て
処
分
し

て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
は
陶
磁

器
の
産
地
を
中
心
に
、
廃
陶
磁
器

を
食
器
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

動
き
が
広
が
り
始
め
た
。

美
濃
焼
の
産
地
で
あ
る
岐
阜
県

多
治
見
市
で
は
、
割
れ
た
り
か
け

た
り
し
た
陶
磁
器
を
消
費
者
か
ら

集
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て

「
土
色
彩
生
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で

商
品
化
し
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
食
器
の
製
造
は
、

ま
ず
回
収
し
た
陶
磁
器
を
直
径
５

ミ
リ
ほ
ど
に
粗
く
砕
く
。
次
に
粘

土
や
け
い
石
な
ど
に
混
ぜ
、
そ
れ

ら
を
７
〜
８
ミ
ク
ロ
ン
ま
で
細
か

く
破
砕
し
、
原
料
の
２０
％
に
混
ぜ

込
ん
で
新
た
な
陶
磁
器
を
つ
く

る
。
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
陶
磁
器

は
、
耐
久
性
も
見
た
目
の
美
し
さ

も
、
一
般
的
な
陶
磁
器
と
ま
っ
た

く
変
わ
ら
な
い
。

同
様
に
有
田
焼
の
産
地
で
あ
る

佐
賀
県
有
田
地
方
で
も
、
磁
器
を

製
造
す
る
過
程
で
出
る
磁
器
く
ず

を
同
様
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、

「
白
磁
再
生
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

名
で
商
品
化
を
行
っ
て
い
る
。

議 会
ニ ュ ー ス

１月２５日現在の市数
８０３市

うち
指定都市 １５市
中核市 ３７市
特例市 ３９市
一般市 ６８９市
特別区 ２３区

１１／／２２２２

岡岡
山山
市市
がが
編編
入入
合合
併併

時の話題 陶
磁
器
リ
サ
イ
ク
ル

割
れ
た
食
器
も
再
び
製
品
に

ささ
らら
なな
るる
議議
会会
改改
革革
へへ

横
須
賀
市
議
会
（
神
奈
川
県
）
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